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Aマスターキーとそのグ
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Bマスターキーで施解錠
できます。

グランドマスターキー、Bマスターキー、
Cマスターキーにて施解錠できます。

Aマスターキーグループ

マルチする方

Bマスターキーグループ

Aマスターキーグループ

マルチする方

マルチされる方

錠前A 錠前B 錠前C 錠前D

コンストラクションキー工事期間中
子カギA

子カギ使用不可

子カギB

子カギC

子カギD

コンストラクション
装置の解除

錠前A

子カギA
コンストラクションキー使用不可

錠前B

子カギB

錠前C

子カギC

錠前D

子カギD
工事完了後
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いくつかの錠前を１つのグループとし、それぞれの錠前の子カギが特定
箇所の錠前を施解錠できるシステムです。この場合、そのグループに属
する錠前群を逆マスターする方と呼び、特定箇所の錠前を逆マスターさ
れる方と呼びます。

6.逆マスターキーシステム（R.M.K.）

特定箇所の錠前が、複数の異なるマスターグループのマスターキーや	
各子カギで施解錠される場合、このシステムをマルチマスターキーシス	
テム（M.M.K.）と呼びます。この場合、マスターキーや子カギ群をマル	
チする方と呼び、施解錠される特定の錠前群をマルチされる方と呼びま
す。

7.マルチマスターキーシステム（Multi Master-Keyed=M.M.K.）

工事期間中に使用するキーをコンストラクションキーといい、このキー
で建物すべての錠前を施解錠することが可能です。工事完了後、コンス
トラクション装置（シリンダー内部に設置されている）を解除すること
により、コンストラクションキーが使用不能となり、おのおのの錠前の
キーでのみ施解錠されるようになります。工事全体で3本付きます。
（注）	BMシリーズのコンストラクション装置の場合は、同装置を解除した	
	 後は非常開装置で解錠できるようになります。

8.コンストラクションキーシステム（C.N.K.）

※マルチマスターキーシステムは複数のマスターキーや子カギが相互に関係しますので、マスターキーの紛失には特にご注意ください。

錠前の 
基礎知識


